
 国内需要の減少により、地域の農業経営を支えてきた葉たばこの生産縮減に対応して
いくため、気候及び土壌適応性の高いぶどうの栽培とそれを活用したワインの醸造を圏
域内で新規展開させ、圏域ブランドとして６次産業化を図ることにより、地域経済の活性
化と雇用創出を目指す取組。 

【事業統括】 
八戸市 
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圏域市町村（８団体） 

１．ぶどう栽培に関する調査研究 
 ・圏域内の農業生産団体（根岸観光農園等）と連携して、10種、 
1,250本のぶどうを植栽し、ワイン用ぶどうの栽培調査を実施。 

圏域人口（H22国調） 圏域面積（H22国調） 

事業概要 

事業額 

○平成26年度実績及び平成27年度目標 

○事業の内容 ○事業の実施体制 

（ぶどう栽培に関する助言） 
八戸農業協同組合 

（ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞに関する助言） 
     八戸学院大学   

（調査全体に対する助言） 
八戸市南郷新規作物研究会議 

・会長   丹羽八戸学院大学副学長 
・副会長 松田JXLNGサービス社長 
・委員   犾守あおばの郷会長 
       春日グリーンプラザ代表 
       根岸根岸観光農園代表 
       山崎JA八戸八戸営農C係長 

根岸観光農園等 

335,415人 1,346.66㎢ 27,264千円 
八戸市・三戸町・五戸町・田子町・ 
南部町・階上町・新郷村・おいらせ町 

２．ワイン醸造・産業創出に関する取組 
 ・圏域農家を対象としたワイン醸造講習会等を3回実施し、今後
の醸造に向けた課題の抽出・解決策を検討。 

加工拠点 
ワイン用ぶどう園（八戸市南郷地区） 

３．ワイン文化創出に関する取組 
 ・2013年世界最優秀ソムリエ等の出演によるワイン交流イベン 
ト「八戸ワイン産業創出フォーラム」を開催。 

４．八戸ワイン産業創出計画の策定 
 ・上記１～３の取組を踏まえ、ワイン産業創出に向けて、今後５
年間程度の計画を策定。 

・ワイン用ぶどうの栽培面積 1.3ha（H26）→2.3ha(H27) 

ぶどうの栽培調査委託 
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